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今月は新型コロナへの恨み節を少
し・・・ 我が愚息は航空会社に勤
めています。最近、コロナ禍での旅
客減のおかげで休みがとりやすく、
この前休暇をまとめてとったとのこ
と。もちろん給料、ボーナスは減額
だそうですが、自社便は無料で乗れ
るとのことで、ＧＯ・ＴＯトラベル
を使い、北海道、名古屋、沖縄と旅
をし、最後に九州を廻るとメールが
届きました。そして、熊本にも来る
との連絡もあり、その息子からのメ
ールに娘が「家には寄らないで」と
返信したそうです。それからしばら
くは息子からの返信が途切れ、きっ
と家にも寄るつもりだったかもと直
感しました。しばらくしてきた返信
には「また今度・・・」。のことば
がありました。すぐそばに来ても我
が家に寄れないことにもしかしたら
空しさ、寂しさを感じたのかもと思
いました。同じく私もちょっと空し
さを感じたと同時に「コロナのバカ」
と少し恨みも感じました。家族とは
いえ「東京者＝コロナ」という目で
差別したのかも・・・・息子も「や
っぱりおれを避けてるような気がす
るね」との言葉が。決して息子を差
別しているつもりはないのですが、
息子にはそう感じさせたのかも・・
・いま日本の中には施設へ入所した
り、病院へ入院しておられる方がた
くさんおられると思います。そこで
は新型コロナの影響で面会の制限が
あり、親子親族であっても顔を見る
こともできない場面が多く、寂しい
思いをされているのではないでしょ
うか。リモート面会のアイディアも
出てきているようですが、人は心の
拠り所が必要です。特に親子はとて
も心強い拠り所ではないかと思いま
す。お互いが精神的に疲れ、弱るこ
とを心配します。早く
収束し、心隔てなく触
れ合える日が来ること
を願います。

【手作りマスク】

熊本パイロットクラブ陣内様から
ご紹介の兵庫県尼崎市の村上様から、
再度たくさんのマスクをいただきま
した。今回も手作りで色柄とりどり
で、観て楽しいマスクばかりで、テ
ーブルに広げ置いたマスクの中から、
それぞれ好みのマスクをあっという
間に選ばれていました。今回は作業
所の業務に係わるドライバーさんに
もお渡しし、早速運転業務の際に使
わせていただいています。ありがと
うございました。

【豚糞堆肥を取りに行きました】

１０月も終わりに近づき、農場も
来年に向けた植え付けの時期になり、
その前の準備を始めました。そのひ
とつが堆肥入れです。堆肥は市販さ
れていますが、作業所の畑の広さで
は、かなり購入する必要があり高額
になります。そこで旭志のセブンフ
ーズさんというところに豚糞堆肥を
直接買いに行き、コンテナに入れて
運びました。コンテナに詰める仕事、
運ぶ仕事など、それぞれ手分けして
積み込み、軽トラいっぱいの堆肥を
無事畑まで運びました。来年美味し
い野菜ができるように・・・。


